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 １ 市営住宅長寿命化計画の背景と目的                 

 

 本市では、これまで、市営住宅の長寿命化による更新コストの削減と事業量の平準化を目

的とした「横須賀市公営住宅等長寿命化計画」（期間：平成 22 年度～令和３年度）と、人口

減少等の社会情勢の変化を背景として市営住宅の既存ストックの有効活用を目的とした

「横須賀市市営住宅ストック総合活用計画」（期間：平成 23年度～令和３年度）を策定、運

用してきました。 

 このたび、上記２つの計画期間が終了することから、国（国土交通省）が策定した「公営

住宅等長寿命化計画策定指針」に基づき、次期計画として両計画を統合した「横須賀市市営

住宅長寿命化計画」を新たに策定します。 

 

（１）背景 

平成 18 年６月に、現在及び将来における国民の豊かな住生活を実現するための「住生

活基本法」が制定され、住宅セーフティネットの確保、健全な住宅市場の整備、住生活の

「質」の向上を図る政策への本格的な転換を図る道筋が国から示され、本市においても平

成 23年４月に「横須賀市市営住宅ストック総合活用計画」を策定しました。 

老朽化した大量の市営住宅ストックを抱えている本市の状況を踏まえ、既存の建築物

（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図るため、定期的な点検等の確実な実施、また

その結果を踏まえた早期の修繕の実施、計画的な修繕による予防措置的管理の実施、及び

長寿命化に資する改善事業の実施に計画的に取り組み、コスト縮減を図っていくことが

重要です。 

 

 

（２）目的 

本市における人口及び世帯数は減少することが見込まれ、従来の管理戸数を増やすと

いう考え方ではなく、適正な管理戸数へと削減し、ストックを総合的に活用する考え方へ

と切り替えていく必要があり、適正管理に向けた計画とします。また、本計画では、市営

住宅に関する上位、関連計画との整合を図りながら、必要なデータの整理、効率的・効果

的な団地別・住棟別の事業手法の選定、長寿命化のための事業予定等、計画策定にあたり

「公営住宅長寿命化計画策定指針（改定） 平成28年８月国土交通省住宅局」などで要請

されている内容を網羅した新たな長寿命化計画の策定を行います。 
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 ２ 計画の位置づけ                            

 

公共施設の維持管理・更新等を着実に推進することを目的として、「インフラ長寿命化

基本計画（平成25年（2013年））」を国が策定したことにより、施設を管理・所管する地

方公共団体においても、行動計画となる「公共施設等総合管理計画」、及び施設の長寿命

化計画にあたる個別計画の策定が求められました。 

本計画は、本市における市営住宅の長寿命化に向けた計画的な維持・保全に関する方針

を定めるものであり、既に策定した「横須賀市ＦＭ戦略プラン（令和元年（2019年）７

月）」や「横須賀市公共施設保全計画（令和２年（2020年）３月）」などと併せて、建物

系の個別計画として位置付けます。  

▼計画の位置づけ 
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 ３ 計画の期間                             

 

本計画の計画期間は、管理する住宅ストック全体の点検・修繕・改善サイクル等を勘

案した上で一定期間を確保する必要があることから、令和４年度（2022 年度）から令和

13 年度（2031 年度）までの 10年間とします。 

なお、計画内容は、社会情勢の変化、国や県の住宅政策の動向、各事業の進捗状況等

に応じ、概ね５年後に見直しを行うものとします。 
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 ４ 計画の構成                              

 

本計画を策定するにあたっては、以下のフローに従って行うものとします。 

 

第１章 市営住宅ストックの状況 

１．１ 横須賀市の概要 

１．２ 市営住宅ストックの現状 

１．３ 入居者の状況 

第３章 団地別・住棟別の事業手法の選定 

３．１ 事業手法の選定の概要 

３．２ 事業手法の選定 

第４章 市営住宅における各種実

施方針 

４．１ 点検の実施方針 

４．２ 計画修繕の実施方針 

４．３ 改善事業の実施方針 

４．４ 建替事業の実施方針 

第６章 長寿命化のための維持管理による効果 

６．１ ライフサイクルコストの算出 

６．２ 維持管理による効果のまとめ 

第２章 長寿命化に関する基本方針 

２．１ ストックの状態の把握・修繕の実施・データの管理に関する方針 

２．２ 改善事業の実施による長寿命化及びライフサイクルコストの縮減に関する
方針 

第５章 長寿命化のための事業実施

計画 

５．１ 計画修繕・改善事業の実施予
定一覧 

５．２ 建替事業の実施予定一覧 
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１.１ 横須賀市の概要                            

 

（１）位置・地勢 

横須賀市は、神奈川県南東部の三浦半島の中心部に位置しています。 

市の面積は 100.82 ㎢、東には東京湾、西には相模湾に面しており、南は三浦市、北西

から北にかけては葉山町、逗子市、横浜市に隣接した位置にあり、東京から 50km 圏内の

位置にあります。 

本市の地形は山や丘陵が多く、広い平地の少ない点が特徴です。 

また、海岸線の東京湾岸北部はリアス式海岸の溺れ谷をなし、天然の良港となっていま

す。西海岸は海蝕地帯が多く、その他は概ね砂浜と岬で構成されています。 

 

 

 

 

 

▼横須賀市位置図 
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（２）人口・高齢化率 

国勢調査における本市の総人口は年々減少傾向にあり、平成２年時点で 433,358 人、平

成 27 年時点で 406,586 人、令和元年時点では 393,025 人と、この約 30 年間で約 40,000

人の減少となっています。 

高齢化率は、年々増加傾向にあり、令和元年時点では 31.41％に達しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）年齢階層別人口の推移 

平成２年から令和元年にかけての年齢階層別人口の推移を見ると、年少人口は平成２

年から約 5.4％減少、生産年齢人口も約 14.6％減少しているのに対し、老年人口は約

20.1％増加しており、少子高齢化が急速に進んでいます。 

 

 

出典：平成 27 年までは総務省「国勢調査」、令和元年度は横須賀市「横須賀市統計書」より 

▼年齢階層別人口推移 

出典：平成 27 年までは総務省「国勢調査」、令和元年度は横須賀市「横須賀市統計書」より 
   令和 7 年以降は「横須賀市人口ビジョン」より 

▼人口総数と高齢化の推移 
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（４）世帯数及び世帯規模 

世帯数は、平成２年時点で 139,482 世帯から令和元年時点で 167,134 世帯と増加の傾

向がみられますが、将来推計において令和 17 年度時点で約 144,000 世帯まで減少するこ

とが推計されています。 

世帯人員は、平成２年時点で 3.11 人／世帯から令和元年時点で 2.35 人／世帯と、年々

減少の傾向となっています。 

そのため、将来の世帯数を踏まえた管理戸数の設定が必要となってきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

出典：平成 27 年までは総務省「国勢調査」、令和元年度は横須賀市「横須賀市統計書」、 
令和７年度以降は横須賀市の世帯数の将来推計（平成 26 年５月推計）より 

▼世帯数及び世帯規模の推移 
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（５）世帯構成 

  本市における一般世帯の家族類型を見ると、平成 27 年時点では、「単身世帯」の割合が

29.4％で最も高く、次いで「夫婦と子どものみの世帯」が 29.3％となっています。「単身

世帯」は年々増加する一方で、「夫婦と親と子からなる世帯」は緩やかに減少傾向にあり、

世帯の小規模化と核家族化が進行していることが伺えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（６）母子・父子世帯の推移 

  母子世帯数は増加傾向にあり、平成 27 年には 14,901 世帯となっています。また、父子

世帯数も緩やかに増加の傾向にあり平成 27年で 2,846 世帯となっています。 

  母子・父子世帯に対しては、入居の募集の際、抽選の当選率優遇措置を行っています。 
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▼世帯構成 

出典：総務省「国勢調査」より 
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▼母子・父子世帯の推移 

出典：総務省「国勢調査」より 
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１.２ 市営住宅ストックの現状                      

※市営住宅ストックの現状は、「第３章 長寿命化計画の対象と事業手法の選定」の考察に合わ

せ、令和２年４月１日現在とします。 

 

（１）市営住宅一覧 

  令和２年４月１日現在の市営住宅の管理戸数は、公営住宅 4,007 戸（うち借上住宅 107

戸）、改良住宅 837 戸、一般住宅 18戸の計 4,862 戸で、概要は以下の通りです。 

▼市営住宅一覧 

行政 
区域 

団地名 種類 棟数 
管理 
戸数 

管理開始

年度 
構造 

本庁 
金堀アパート 公営 4 棟 150 戸 S48 ＰＣ壁 5 階 

サンマリーナ汐入 借上 1 棟 16 戸 H13 ＲＣラーメン 10 階 

追浜 

追浜東町アパート 公営 2 棟 60 戸 S49 ＰＣ壁 5 階 

浦郷改良アパート 改良 1 棟 75 戸 S44 ＲＣラーメン 5 階 

日向アパート 公営 4 棟 116 戸 S59～60 ＰＣ壁 4～5 階 

天神アパート 公営 11 棟 350 戸 S52～58 ＰＣ壁 5 階 

田浦 

池の谷戸住宅 公営 8 棟 20 戸 S30～35 木造・ブロック造 平屋 

田浦月見台住宅 公営 32 棟 74 戸 S36 木造・ブロック造 平屋 

長浦住宅 公営 18 棟 34 戸 S34～36 木造 平屋 

田浦ふれあい住宅 借上 1 棟 5 戸 H7 ＲＣラーメン 8 階 

衣笠 

衣笠アパート 公営 2 棟 40 戸 S57～58 ＰＣ壁 5 階 

アンシャンテ森崎 借上 1 棟 11 戸 H18 ＲＣラーメン 3 階 

森崎アパート 公営 23 棟 761 戸 S39～46 
ＲＣラーメン・壁 

ＰＣ壁 
4～5 階 

本公郷改良アパート 改良 4 棟 330 戸 S45～48 
ＳＲＣラーメン 

ＲＣラーメン 

5～11
階 

阿部倉アパート 公営 10 棟 290 戸 S49～50 ＰＣ壁 5 階 

公郷アパート 公営 2 棟 70 戸 S49 ＲＣ壁 5 階 

平作ハイム 公営 3 棟 161 戸 H5～7 ＰＣ壁 8 階 

池上ハイム 公営 2 棟 77 戸 H9～10 ＰＣ壁 4～7 階 

大津 
大津住宅 公営 8 棟 42 戸 S32 ブロック造 平屋 

岩瀬アパート 公営 5 棟 88 戸 S53～54 ＰＣ壁 4～5 階 

浦賀 

立野アパート 公営 6 棟 117 戸 S60～61 ＰＣ壁 3～5 階 

鴨居ハイム 公営 11 棟 160 戸 H18～21 ＲＣ壁 2～4 階 

浦賀改良アパート 改良 2 棟 48 戸 S38 ＲＣ壁 4 階 

早稲田ハイム 公営 11 棟 171 戸 H 元～3 ＰＣ壁 3～4 階 

ウェルネス吉井 借上 1 棟 10 戸 H12 ＲＣ壁 3 階 

久里浜 

久里浜改良アパート 改良 9 棟 304 戸 S41～43 ＲＣラーメン・壁 4 階 

明浜改良アパート 改良 2 棟 80 戸 S50 ＰＣ壁 5 階 

八幡ハイム 公営 5 棟 280 戸 H2～4 ＰＣ壁 7 階 

久里浜ハイム 公営 3 棟 165 戸 H8～9 ＰＣ壁 5～7 階 

北下浦 

サンクレスト野比 借上 1 棟 16 戸 H15 ＰＣ壁 4 階 

スタインシティー 借上 1 棟 17 戸 H17 ＲＣラーメン 3 階 

TB ラ・コート津久井浜 借上 1 棟 17 戸 H19 ＲＣラーメン 6 階 

サニーガーデン野比 借上 1 棟 15 戸 H20 ＰＣ壁 3 階 

西 

長坂アパート 公営 6 棟 240 戸 S51～53 ＰＣ壁 5 階 

長井アパート 公営 5 棟 122 戸 S55～56 ＰＣ壁 3～5 階 

林ハイム 公営 6 棟 115 戸 S61～62 ＰＣ壁 3～5 階 

武ハイム 
公営 
一般 

3 棟 51 戸 S62 ＰＣ壁 3～5 階 

竹川ハイム 公営 6 棟 164 戸 H 元～2 ＰＣ壁 4～5 階 

計 

26 団地 公営 196 棟 3,900 戸     

5 団地 改良 18 棟 837 戸     

 一般  18 戸 公営に 1団地・1 棟含む 

８団地 借上 8 棟 107 戸     

合計 39 団地  222 棟 4,862 戸     
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建設年度別・構造別戸数を見ると、昭和 40 年代から昭和 50年代にかけて、中層耐火造

の住宅を中心に全体の６割弱の住宅が建設されていることが分かります。近年建てられ

た住宅は、高耐や中耐のものが殆どです。 

構造別住戸割合を見ると、中層耐火造が 76.0％と最も多く、次いで高層耐火構造が

19.8％となっています。 

本計画では、昭和 30 年代に建設された木造・ブロック造住宅は、耐用年数を過ぎ敷地

面積も狭く、建替えによる有効活用が図れないため順次廃止します。 

▼建設年代別・構造別戸数（単位：戸） 

 S39 以前 S40 年代 S50 年代 S60～H7 H8～H17 H18 以降 総計 

木造 83      83 

割合 1.7%      1.7% 

簡平 87      87 

割合 1.7%      1.7% 

低耐      39 39 

割合      0.8% 0.8% 

中耐  1,676 1,073 730 172 43 3,694 

割合  34.5% 22.0% 15.0% 3.5% 0.8% 76.0% 

高耐  298   576 85 959 

割合  6.1%   11.8% 1.7% 19.8% 

総計 170 1,974 1,073 730 748 167 4,862 

割合 3.4% 40.6% 22.0% 15.0% 15.4% 3.4% 100.0% 

 

（２）住戸の規模 

住戸の規模（面積）は、30 ㎡台が最も多く 32.0％で、次いで 50 ㎡台が 31.5％、40㎡

台が 21.6％の順となっています。 

間取り別でみると、３ＤＫが最も多く 54.1％で、次いで２Ｋが 25.1％となります。 

近年の世帯人数は減少傾向にあり、単身用住宅が不足していくことが想定されるため、

建替の際には単身用住宅を増やしていくなどの対策が必要となります。 

▼規模別住戸数（単位：戸） 

  
   

規　模　別　戸　数

20～29㎡ 30～39㎡ 40～49㎡ 50～59㎡ 60～69㎡ 70～79㎡ 80～89㎡ 合計

１Ｋ 12 →ｽﾀｲﾝｼﾃｨｰ、TBﾗ･ｺｰﾄ、ｻﾆｰｶﾞｰﾃﾞﾝ野比の３団地 12 0.2%

１ＤＫ 10 2 12 0.2%

１ＬＤＫ 120 120 2.5%

２Ｋ 114 1,103 1 1,218 25.1%

２ＤＫ 8 65 205 278 5.7%

２ＬＤＫ 5 2 7 0.1%

３Ｋ 383 70 453 9.3%

３ＤＫ 40 794 1,287 506 3 2,630 54.1%

３ＬＤＫ 24 3 1 28 0.6%

４ＤＫ 36 68 104 2.1%

114 1,556 1,052 1,533 532 74 1 4,862

2.3% 32.0% 21.6% 31.5% 10.9% 1.5% 0.0% 100.0% 100.0%

間取り 比率

合計（戸）

比率（％）
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（３）建物の老朽度（耐用年数超過状況） 

公営住宅等の建築耐用年数は以下の通りです。（公営住宅法施行令第 13 条） 

・耐火造の住宅【耐二・中耐】 70 年 
・準耐火造の住宅（二階建）【準耐二】 45 年 
・準耐火造の住宅（平屋建）【準耐平】 30 年 
・木造の住宅【木造】 30 年 

令和２年度末現在、耐用年数を経過する市営住宅は 170 戸ありますが、本計画内で全て

廃止する予定です。 

また、建替事業の要件となる、耐用年限の 1／2を経過している住宅、または 10年後ま

でに耐用年数の 1／2を経過する住宅は 4,188 戸あります。 

▼建物の老朽度（耐用年数の状況（単位：戸））  

池の谷戸住宅 20 森崎アパート 761 久里浜ハイム 165

大津住宅 42 久里浜改良アパート 304 池上ハイム 77

長浦住宅 34 浦郷改良アパート 75 鴨居ハイム 160

田浦月見台住宅 74 本公郷改良アパート 330 ウェルネス吉井（借上） 10

金堀アパート 150 サンマリーナ汐入（借上） 16

公郷アパート 70 サンクレスト野比（借上） 16

追浜東町アパート 60 スタインシティー（借上） 17

阿部倉アパート 290 アンシャンテ森崎（借上） 11

明浜改良アパート 80 TBラ・コート津久井浜（借上） 17

長坂アパート 240 サニーガーデン野比（借上） 15

天神アパート 350

岩瀬アパート 88

長井アパート 122

衣笠アパート 40

日向アパート 116

立野アパート 117

浦賀改良アパート 48

林ハイム 115

武ハイム 51

竹川ハイム 164

早稲田ハイム 171

八幡ハイム 280

平作ハイム 161

田浦ふれあい住宅（借上） 5

既に耐用年数を経過している
住宅（戸）

10年後までに耐用年数を
経過する住宅（戸）

既に耐用年数の1/2を経過している
住宅、または10年後までに耐用年数
の1/2を経過する住宅（戸）

10年後までに耐用年数の1/2を経過しな
い住宅（戸）
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（４）設備状況 

各住戸及び団地内の設備状況は、以下の通りです。 

水洗化率は 100％、ガスは都市ガスが約６割強、浴室なしの住戸が 48 戸存在します。 

各設備の老朽化が進んでおり、今後、他の整備計画と並行して設備の更新についても検

討実施していく必要があります。 

   ▼設備状況（単位：戸） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団地名 水洗
汲み
取り

都市
ガス
プロパ
ンガス

給湯器 風呂釜
浴室
あり

浴室
なし

総数     4,862 3,146 1,716 1,001 683 3,130 48

比率 100.0% 64.7% 35.3% 20.6% 14.0% 64.4% 1.0%

池の谷戸住宅 20 20 20

大津住宅 42 42 42

長浦住宅 34 34 34

田浦月見台住宅 74 74 74

浦賀改良ｱﾊﾟｰﾄ 48 48 48

森崎ｱﾊﾟｰﾄ 761 761 761

久里浜改良ｱﾊﾟｰﾄ 304 304 304

浦郷改良ｱﾊﾟｰﾄ 75 75 75

本公郷改良ｱﾊﾟｰﾄ 330 330 330

金堀ｱﾊﾟｰﾄ 150 150 150

追浜東町ｱﾊﾟｰﾄ 60 60 60

阿部倉ｱﾊﾟｰﾄ 290 290 290

公郷ｱﾊﾟｰﾄ 70 70 70

明浜改良ｱﾊﾟｰﾄ 80 80 80

天神ｱﾊﾟｰﾄ 350 350 350

長坂ｱﾊﾟｰﾄ 240 240 240

岩瀬ｱﾊﾟｰﾄ 88 88 88

長井ｱﾊﾟｰﾄ 122 122 122

衣笠ｱﾊﾟｰﾄ 40 40 40

日向ｱﾊﾟｰﾄ 116 116 116

立野ｱﾊﾟｰﾄ 117 117 117

林ﾊｲﾑ 115 115 115

武ﾊｲﾑ 51 51 51

竹川ﾊｲﾑ 164 164 164

早稲田ﾊｲﾑ 171 171 171

八幡ﾊｲﾑ 280 280 280

平作ﾊｲﾑ 161 161 161

田浦ふれあい住宅（借上） 5 5 5

久里浜ﾊｲﾑ 165 165 165

池上ﾊｲﾑ 77 77 77

ウェルネス吉井（借上） 10 10 10

サンマリーナ汐入（借上） 16 16 16

サンクレスト野比（借上） 16 16 16

スタインシティー（借上） 17 17 17

鴨居ハイム 160 160 160

アンシャンテ森崎（借上） 11 11 11

TBラ・コート津久井浜（借上） 17 17 17

サニーガーデン野比（借上） 15 15 15

便 所 ガ ス 給湯･風呂

設備
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（５）建替状況 

建替は、昭和 52 年から始まり、直近では平成 20年に実施し、現在、平成 30年度から

令和 7年度までの予定で本公郷改良アパートを建替えています。 

建設戸数は、2,264 戸、除却戸数が 1,506 戸、建替率は 1.50 です。 

※本計画内での新たな建替え予定はありません。 

▼建替状況 
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1人

49.6%（1,991 戸）
2人

33.6%（1,349 戸）

3人

10.9%（436 戸）

4人

4.0%（160戸）

5人

1.4%（58 戸）
6人

0.4%（18 戸）

7人以上

0.1%（3戸）

世帯人数別戸数

１.３ 入居者の状況                            

※入居者の状況は、「第３章 長寿命化計画の対象と事業手法の選定」の考察に合わせ、令和２

年４月１日現在とします。 

 

（１）世帯人数・高齢者世帯数 

市営住宅入居世帯の世帯人員は、1人世帯が最も多く 49.6％、次いで２人世帯 33.6％、

３人世帯 10.9％、４人世帯 4.0％の順となっています。 

高齢者世帯は 2,748 世帯、全体に占める割合は 68.4％となり、高齢者の１人世帯や２

人世帯が多く居住していることが分かります。 

今後も、65 歳以上の高齢者が増え、かつ高齢者の単身の世帯が増えていくことが想定

されることから、世帯構成の変化に対応した住宅提供や募集方法の検討を行っていく必

要があります。 

▼世帯人数・高齢者世帯数・居住者数（単位：戸） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼団地別・世帯人数別戸数（単位：戸） 

 
 
  

戸数 比率

1,991 49.6%

1,349 33.6%

436 10.9%

160 4.0%

58 1.4%

18 0.4%

3 0.1%

4,015 100.0%

(7,057人）

4 人

5 人

6 人

７人以上

計(入居戸数)

世帯人数

1 人

2 人

3 人

高齢者単身世帯数 高齢者夫婦のみ世帯 高齢者親子等世帯 合 計

1,600世帯 591世帯 557世帯 2,748世帯

高齢者世帯数(A) 全世帯数(B)
 割合

(A)÷(B)

2,748世帯 4,015世帯 68.4%

高齢者居

住者数(A)
全入居者数       (B)

 割合

(A)÷(B)

3,404人 7,057人 48.2%
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高齢者単身世帯数

58％ （1,600世帯）

高齢者夫婦の世帯

22％（591世帯）

高齢者親子世帯

20％（557世帯）

高齢者世帯数

45.2% 45.5%
46.3%

47.4%
47.9%

49.0%
49.6%

40.0%

42.0%

44.0%

46.0%

48.0%

50.0%

52.0%

54.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

単身入居世帯の推移

▼高齢者世帯数（単位：世帯） 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼単身入居世帯の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：横須賀市 市営住宅概要（H26～R2）  
 

  



第１章 市営住宅ストックの状況 

 

- 16 - 

473

263

518

1,021

751

490 499

0

200

400

600

800

1000

1200

3年以下 ４～５年 ６～10年 11～20年 21～30年 31～40年 41年以上

戸数

年数

居住年数の分布

10年以下 1,254戸

31.2%

11年以上 2,761戸

68.8%

居住年数の分布（10年以下、11年以上）

20年以下 2,275戸

56.7%

21年以上 1,740戸

43.3%

居住年数の分布（10年以下、21年以上）

（２）居住年数 

市営住宅居住年数は、入居戸数が 4,015 戸（全入居数 7,057 人）であり、平均居住年数

は 20.2 年となる。年数別に見ると、11～20 年が最も多く 25.4％、次いで 21～30 年が

18.7％、6～10 年が 12.9％の順となっています。 

 

▼居住年数 
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（３）入居者募集状況 

直近８年の入居者募集状況は、平成 26 年をピークに倍率が減少する傾向となっていま

す。平成 26 年の 11 月では、15.29 倍の募集倍率であったが、令和元年度の 11 月には、

8.78 まで募集倍率が下がっているような状況です。 

 

▼入居者募集状況 
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（４）収入超過者・高額所得者 

収入超過者は 356 世帯（全体の 8.9％）、高額所得者は 10 世帯（全体の 0.2％）となっ

ています。 

収入超過者や高額所得者の入居は、本来入居できる所得水準にある入居者の入居を奪

うことになるため、今後も公平な利用が図れるよう適切に対処していきます。 

 

▼収入超過者・高額所得者認定の状況 

 公営住宅 改良住宅 一般住宅 計

3,412 587 16 4,015世帯

数 52 12 64世帯

比率 1.5% 2.0% 1.6%

認定数 293 63 356世帯

比率 8.6% 10.7% 8.9%

認定数 10 10世帯

比率 0.3% 0.2%

    区   分

    収入申告対象者数

未申告者

収入超過者

高額所得者
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２.１ ストックの状態の把握・修繕の実施・データの管理に関する方針           

 

 （１）維持管理の方針 

  ・管理する市営住宅の整備・管理データ、劣化状況等を整理するため、情報をデータベ

ースにより一元的に管理し、長寿命化のための中・長期的な維持管理を実施します。 

  ・市営住宅の住棟単位の修繕履歴をデータベースに蓄積し、計画修繕周期に基づいた次

回修繕・改善時期を確認しながら、市営住宅の効率的・効果的な修繕・維持管理を実

施します。 

  ・市営住宅の点検を定期的に実施し、本計画に基づいた予防保全的な維持管理を実施し

ます。 

（２）ストックの状態把握・修繕の実施・データ管理に関する方針 

 ア 定期点検及び日常点検の実施  

・建築基準法第 12条に基づく定期点検の実施をします。 また、日常点検による状況
把握を引き続き行い、建物劣化による事故等を未然に防ぐとともに、修繕の的確な

実施を図ります。 
  
イ 点検結果等に基づく修繕の実施  

・点検結果、修繕周期を踏まえ、予防保全的な観点から、建物の長寿命化型改善（※）

を効率的・ 効果的に実施することで、良好な維持管理を長期的に行います。  
※劣化防止、耐久性の向上及び維持管理の容易化を目的とした設備等の改善で、外壁、 屋上防

水、給排水管改修などの改修を行うもの 

 

 ウ 点検結果や実施した修繕内容のデータ管理 

 ・点検結果や修繕等の内容については、点検・修繕履歴を適切にデータ管理するこ
とで、今後の市営住宅の修繕・維持管理に役立てていきます。 
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２.２ 改善事業の実施による長寿命化及びライフサイクルコストの縮減 

に関する方針         

 
ア 予防保全的な維持管理  

・定期的な日常点検等から建物状況を把握し、標準修繕周期に先立って、建物の老朽

化や劣化による事故等を未然に防ぐとともに、修繕や改善の効率的な実施につなげ

るものとします。また、計画的に修繕・改善を実施する予防保全的な維持管理によ

って、市営住宅の長寿命化を図ります。 
・躯体の定期的な維持保全工事を実施し、併せて必要な共同設備、配管・給湯機等の

水回りの改修を定期的に行い、長寿命化を図っていきます。 
 
イ 修繕周期の延長 

・長寿命化型改善による耐久性の向上、躯体への影響の低減、維持管理の容易性の向

上等を行い、住棟の適切な維持を図るとともに、住棟の使用年数や修繕周期の延長

等によってライフサイクルコスト※（以下「ＬＣＣ」とする。）の 縮減を図ります。  
※：製品や構造物を取得・使用するために必要な費用の総額。企画・設計から、従来の対症療法型

の維持管理から、予防保全的な維持管理及び耐久性の向上等を図る改善を実施することによっ

て、市営住宅の長寿命化を図ります。 
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３.１ 対象住宅の抽出                          

 

（１）管理対象施設 

  令和２年４月１日現在の市営住宅の管理対象施設は、公営住宅 4,007 戸（うち借上住宅

107 戸）、改良住宅 837 戸、一般住宅 18戸の計 4,862 戸となります。（Ｐ９．「第１章 1.２

市営住宅ストックの現状（１）市営住宅一覧」参照） 

 ※借上住宅は、本計画期間内に全ての住宅を廃止します。 

 

３.２ 団地別・住棟別の事業手法の選定                         

 

（１）ストック活用手法の選定フロー  

事業手法の選定については、「市営住宅等長寿命化計画策定指針（平成 28 年８月改定）

（国土交通省）」に基づき、下記のフローに従って行うものとします。 

 

▼ストック活用手法の選定フロー図 

 

 

 

  

Bグループへ Aグループへ 
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３.３ 事業手法の選定                            

（１） 市営住宅の需要の見通しに基づく将来のストック量の推計【中長期】 
① 市営住宅の需要に関わる世帯数の推計 
市営住宅の需要の見通しの検討に当たり、将来（30 年程度の中長期）の時点における世

帯数等の推計を基に、公営住宅の施策対象（本来階層及び裁量階層）の世帯数を推計し、そ

のうち自力では最低居住面積水準を達成することが著しく困難な年収である世帯（以下「著

しい困窮年収未満の世帯」という）について、市営住宅等長寿命化計画策定指針（改定）（国

土交通省／平成 28年８月）にて示された「ストック推計プログラム（将来の「著しい困窮

年収未満の世帯数」の推計）を活用し推計しました。 

 

▼市営住宅需要に関わる世帯数の推計                 （単位：世帯、戸数） 

    

※2015 年の人口は、国立社会保障・人口問題研究所による平成 25 年３月推計値。2015 年の総世

帯数は、ストック推計プログラムによる推計値。 

 

  

年 
2015 年 

(H27) 

2020 年 

(R2) 

2025 年 

(R7) 

2030 年 

(R12) 

2035 年 

(R17) 

2040 年 

(R22) 

人口 406,586 391,523 373,613 353,831 333,121 312,373 

総世帯数 164,059  162,892  158,578 151,488 143,114 136,532  

公営住宅施策対象世帯数 28,703 27,283 27,863 26,592 25,285 24,191 

 総世帯数に対する割合 17.5% 17.8% 17.7% 17.7% 17.9% 18.1% 

著しい困窮年収未満世帯数 21,271 21,289 20,844 20,229 19,139 17,744 

 総世帯数に対する割合 13.0% 13.0% 13.1% 13.3% 13.4% 13.0% 
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② 市営住宅の目標管理戸数の検討 
市営住宅の目標管理戸数について、下記のとおり検討しました。 

  

著しい困窮年収未満世帯へは、「市営住宅」、「県営住宅」、「低廉な家賃かつ一定の質

が確保された民間賃貸住宅」、及び「介護施設等（介護老人福祉施設、介護老人保健施

設、介護付き有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅）」で対応すると想定しま

す。 

 

ア）著しい困窮年収未満の世帯数について 
ストック推計プログラムによる推計値から、本市における著しい困窮年収未満の

世帯数は、令和 2年度は 21,289 世帯、令和 22年度は 17,744 世帯となる見通しです。 

 

イ）低廉な家賃かつ一定の質が確保された民間賃貸住宅の設定 
平成 30 年住宅・土地統計調査の公表データを用いて、低廉な家賃かつ一定の質が確

保された民間賃貸住宅の設定を行います。 

横須賀市の住宅扶助費は、単身世帯で 44,000 円、２人世帯 53,000 円、３～５人世

帯 57,000 円、６人世帯 62,000 円、７人以上世帯 69,000 円であることから、低廉な家

賃の額を６万円以下と設定します。 

    令和 2 年度現在、低廉な家賃かつ一定の質が確保された民間賃貸住宅（ＵＲ・公

社、民間借家）は 12,480 戸と推計され、令和 22年度では、同期間の総世帯数の減少

割合と同程度に推移すると見込み、10,460 戸と推計します。 

 

ウ）県営住宅の設定 
神奈川県の「県営住宅 健康団地推進計画」の中で、県営住宅は、令和２年度現在

4,086 戸あり、今後 10年間で一部集約化され 3,755 戸となる予定です。 

 

エ）介護施設等（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、及び介護付き有料老人ホ
ーム・サービス付き高齢者向け住宅）の設定 
今後も高齢者世帯の増加が見込まれることから、介護老人福祉施設、介護老人保健

施設、及び介護付き有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅も、著しい困窮年

収未満の世帯に対する住戸として想定します。 

横須賀市の「横須賀高齢者保健福祉計画」の中で、令和２年度の市全体の介護施設

等の床数は合計 4,838 床あります。 

（介護老人福祉施設…2,200 床、介護老人保健施設…1,040 床、介護付き有料老人ホ

ーム・サービス付き高齢者向け住宅…1,598 床） 

そのうち、著しい困窮年収未満の世帯の住戸として、総世帯数に対する著しい困

窮年収未満の世帯数の割合から推計し、令和 2年度では 632 床、令和 22年度では

629 床と見込みます。 
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総世帯数

差し引き（②－①） 771 570 218 533 1,100

合計（②） 22,060 21,414 20,447 19,672 18,844
介護施設等 632 636 646 647 629
民営借家（UR・公社含む） 12,480 12,149 11,606 10,965 10,460
市営住宅 4,862 4,543 4,440 4,305 4,000
県営住宅 4,086 4,086 3,755 3,755 3,755

24,191
著しい困窮年収未満世帯数（①） 21,289 20,844 20,229 19,139 17,744

162,892 158,578 151,488 143,114 136,532
公営住宅施策対象世帯数 27,283 27,863 26,592 25,285

2020
（Ｒ2）

2025
（Ｒ7）

2030
（Ｒ12）

2035
（Ｒ17）

2040
（Ｒ22）

 

以上、ア）～エ）より、令和 22 年度の著しい困窮年収未満世帯数は 17,744 世帯と推

計され、一方、必要な住宅は、「低廉な家賃かつ一定の質が確保された民間賃貸住宅」が

10,460 戸、「県営住宅」が 3,755 戸、介護施設等が 629 床と見込まれ、市営住宅につい

ては 2,900 戸以上と設定すると、著しい困窮年収未満の世帯数を上回ることが出来ます。 

 

▼2040 年までの管理戸数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営住宅の年平均返還戸数は、平成 25 年度から令和 2 年度まで毎年約 160 戸あり、

一方、年平均募集戸数は約 120 戸であることから、市営住宅管理戸数は年 40 戸程度の

縮減が可能であると考えます。（※政策空家は除く） 

したがって、20 年後の令和 22 年度には 800 戸の縮減が可能と推計し、目標管理戸数

を 4,000 戸と設定します。 

上記より、令和 22 年度の著しい困窮年収未満世帯に対する住戸を「市営住宅」、「県

営住宅」、「低廉な家賃かつ一定の質が確保された民間賃貸住宅」、及び「介護施設等」

で確保することが出来ることから、市営住宅の管理戸数は、令和 2年度の 4,862 戸から

令和 22 年度には 4,000 戸へと縮減する方針とします。 

 



第３章 団地別・住棟別の事業手法の選定 

   

- 26 - 

① 団地敷地の現在の立地環
境等の社会的特性を踏ま
えた管理方針 

② 住棟の現在の物理的特性による改善の必要性・可能性 

（２）１次判定 

 １次判定では、団地敷地の現在の立地環境等の社会的特性を踏まえた管理方針、住棟の現

在の物理的特性による改善の必要性・可能性の２段階の検討から事業手法を仮設定します。 

 

▼１次判定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①-１需要 
①-２効率性 
①-３立地 

②-１ 
躯体・避難の安全
性に係る改善の
必要性 

②-２ 
居住性に係
る改善の必
要性 

②-３ 
躯体・避難の
安全性に係
る改善の可
能性 
 

 改善不要 改善が必要 
優先的な対応が
必要（改善可
能） 

優先的な対応
が必要（改善
不可能） 

継続管理する
団地 

Ａ１ 
維持管理 

Ａ２ 
改善、又は 
建替 

Ａ３ 
優先的な改善、
又は優先的な建
替 

Ａ４ 
優先的な建替 

維持管理につ
いて判断を留
保する団地 

Ｂ１ 
維持管理、又
は用途廃止 

Ｂ２ 
改善、建替、
又は用途廃止 

Ｂ３ 
優先的な改善、
優先的な建替、
又は優先的な用
途廃止 

Ｂ４ 
優先的な建
替、又は優先
的な用途廃止 

 

△又は× 
：必要 ○：不要 

○：不要 ×：必要 ×：不可能 ○：可能 

○： 
３項目全
て適する 

×： 
左記以外 
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①団地敷地の現在の立地環境等の社会的特性を踏まえた管理方針 

社会的特性に係る現在の評価に基づき、団地の将来的な管理方針を次の判定基準によ

り判定します。 

 

▼１次判定①の判定基準 

判定項目 判定手法 

①-１ 

需要 

空家率が低く、需要が高い団地かどうかを基準とする。 

〇：空家率が 30％未満の団地 

×：上記以外 

①-２ 

効率性 

建替を想定した場合、一定規模以上の団地でなければ非効率となるため、

敷地規模や形状、接道条件等が適当かどうかを基準とする。 

○：敷地面積が概ね 1,000 ㎡以上かつ敷地条件（形状や接道状況）に問題

が無く、効率的な利用が可能 

×：敷地面積が概ね 1,000 ㎡未満又は敷地条件（形状や接道状況）に問題

があり、効率的な利用が困難 

①-３ 

立地 

a.利便性 公共交通機関や生活利便施設、教育施設等が近接してお

り、利便性が高い団地かどうかを基準とする。 

〇：団地周辺 800ｍ圏内（徒歩圏）にバス停があり、かつ

小学校、医療機関（病院、診療所）、福祉施設（高齢者

施設、子育て関連施設等）のうち２種類以上が立地す

る団地 

×：上記以外 

b.地域バラン
ス 

近隣に団地がなく、地域の市営住宅等の需要を支える唯一の

団地かどうかを基準とする。 

○：団地周辺 800ｍ圏が隣接する団地と重ならない 

×：上記以外 

c.災害危険区
域等の内外 

災害危険区域等（団地敷地が「土砂災害危険箇所」、「土砂災

害警戒区域」、「津波浸水想定区域」、「浸水想定区域」に該

当するかどうかを基準とする。 

○：災害危険区域外 

×：災害危険区域内 

○：a又は bが○、かつｃが○の団地 

×：上記以外 

○（継続管理する団地）：①-１、①-２、①-３の全てが○ 

×（継続管理について判断を留保する団地）：上記以外 
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②住棟の現在の物理的特性による改善の必要性・可能性 

住棟の現在の物理的評価について次の判定基準によって評価し、住棟の改善の必要性

や可能性を判定します。 

 

▼１次判定②の判定基準 

判定項目 判定手法 

②-１ 
躯体・避難の
安全性に係る
改善の必要性 

a.躯体の安
全性 

建築基準法の新耐震基準（昭和 56 年６月１日施行）への
適合状況を基準とする。 
〇：新耐震基準施行後に建設された住棟 
耐震診断で耐震性を確認し新耐震基準に適合する住
棟、又は不適合で耐震改修を実施した住棟 
△：新耐震基準施行前の建設で耐震性未確認の住棟 
×：耐震診断で耐震性を確認し不適合で耐震改修未実施
の住棟 

b.避難の安
全性 

二方向避難の確保、廊下階段の開放性、防火区画の確保
が、現在の避難・防火規定に適合しているかどうかを基準
とする。 
〇：避難の安全性が確保されている住棟 
×：避難の安全性が確保されていない住棟 

〇：aかつ bが〇 
×：上記以外 

②-２ 
居住性に係る
改善の必要性 

a.住戸面積 〇：戸当たり住宅専用面積が 40 ㎡以上の住棟 
×：上記以外 

b.手すり設
置 

〇：共用階段への手すり設置あり、又は共用階段なし 
×：上記以外 

c.浴室 〇：浴室あり 
×：浴室なし 

d.3か所給湯 〇：３か所給湯あり 
×：３か所給湯なし 

e.下水道・浄
化槽 

〇：下水道への接続、又は合併処理浄化槽の設置あり 
×：上記以外（単独浄化槽を含む） 

快適な生活に十分な住棟の居住性の目安として、住戸規模、共用階段へ
の手すり、浴室、３か所給湯、排水方式の状況を基準とする。 
〇：a～eが全て○ 
×：上記以外 

②-３ 
躯体・避難の
安全性に係る
改善の可能性 

躯体・避難の安全性が確保されていない住棟のうち、耐用年数が残って
おり、改善の可能性があるかどうかを基準とする。 
〇：未耐震住棟のうち耐用年数が 10 年以上残っている住棟 
×：上記以外 

 



第３章 団地別・住棟別の事業手法の選定 

 

 
- 29 - 

▼１次判定結果 
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行政
区域

住宅名
棟 戸数 耐用年数 経過 残り 構造 階数

①
団地敷地
の立地環
境

②-1
躯体・避
難の安全
性に
係る改善
の必要性

②-2
居住性に
係る改善
の必要性

②-3
躯体・避
難の安全
性に
係る改善
の可能性

大津住宅 42 30 65 -35 ブロック造 平屋 × × × × B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止

岩瀬アパート A 20 70 43 27 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
岩瀬アパート B 16 70 43 27 PC壁 4階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
岩瀬アパート C 20 70 42 28 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
岩瀬アパート D 16 70 42 28 PC壁 4階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
岩瀬アパート Ｅ 16 70 42 28 PC壁 4階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
立野アパート A 12 70 36 34 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
立野アパート B 24 70 36 34 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
立野アパート C 20 70 36 34 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
立野アパート D 20 70 35 35 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
立野アパート Ｅ 20 70 35 35 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
立野アパート Ｆ 21 70 35 35 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
鴨居ハイム A 12 70 15 55 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム B 18 70 15 55 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム C 15 70 13 57 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム D 18 70 13 57 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム E 18 70 13 57 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｆ 18 70 13 57 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｇ 10 70 15 55 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｈ 12 70 15 55 RC壁 3階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｉ 14 70 14 56 RC壁 2階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｊ 15 70 14 56 RC壁 2階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
鴨居ハイム Ｋ 10 70 14 56 RC壁 2階 ○ ○ ○ ○ A1 維持管理
浦賀改良アパート A 24 70 58 12 RC壁 4階 × × × × B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止
浦賀改良アパート B 24 70 58 12 RC壁 4階 × × × × B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止
早稲田ハイム A 18 70 32 38 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム B 16 70 32 38 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム C 14 70 32 38 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム D 16 70 32 38 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｅ 16 70 30 40 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｆ 12 70 30 40 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｇ 12 70 30 40 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｈ 24 70 30 40 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｉ 13 70 30 40 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｊ 18 70 30 40 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
早稲田ハイム Ｋ 12 70 30 40 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
久里浜改良アパート Ａ 32 70 55 15 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｂ 32 70 55 15 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｃ 32 70 54 16 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｄ 32 70 54 16 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｅ 32 70 54 16 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｆ 32 70 54 16 RC壁 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｇ 40 70 53 17 RCラーメン 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｈ 40 70 53 17 RCラーメン 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
久里浜改良アパート Ｉ 32 70 53 17 RCラーメン 4階 ○ × × × A4 優先的な建替
明浜改良アパート A 40 70 47 23 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
明浜改良アパート B 40 70 46 24 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
八幡ハイム A 56 70 30 40 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
八幡ハイム B 56 70 30 40 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
八幡ハイム C 56 70 29 41 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
八幡ハイム D 56 70 29 41 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
八幡ハイム Ｅ 56 70 29 41 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
久里浜ハイム A 70 70 25 45 PC壁 7階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
久里浜ハイム B 60 70 24 46 PC壁 6階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
久里浜ハイム C 35 70 24 46 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
長坂アパート A 40 70 45 25 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長坂アパート B 40 70 45 25 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長坂アパート C 40 70 44 26 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長坂アパート D 40 70 44 26 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長坂アパート Ｅ 40 70 43 27 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長坂アパート Ｆ 40 70 43 27 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長井アパート A 12 70 41 29 PC壁 3階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長井アパート B 30 70 41 29 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長井アパート C 20 70 41 29 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長井アパート D 30 70 40 30 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
長井アパート Ｅ 30 70 40 30 PC壁 5階 ○ × × ○ A3 優先的な改善、又は優先的な建替
林ハイム A 20 70 35 35 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
林ハイム B 16 70 35 35 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
林ハイム C 24 70 35 35 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
林ハイム D 13 70 35 35 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
林ハイム Ｅ 16 70 35 35 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
林ハイム Ｆ 26 70 34 36 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
武ハイム A 25 70 34 36 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
武ハイム B 20 70 34 36 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
武ハイム C 6 70 34 36 PC壁 3階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム A 30 70 32 38 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム B 30 70 32 38 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム C 16 70 31 39 PC壁 4階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム D 30 70 31 39 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム Ｅ 20 70 31 39 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替
竹川ハイム Ｆ 38 70 31 39 PC壁 5階 ○ ○ × ○ A2 改善、又は建替

１次判定結果

西

久里浜

浦賀

大津
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（３）２次判定 

１次判定の結果より、事業手法・管理方針の判断を留保した団地・住棟を対象（Ａグルー

プ：継続管理する団地のうち、改善か建替かの判断を留保する団地・住棟、Ｂグループ：継

続管理について判断を留保する団地）として、次の２段階の検討から事業手法を仮設定しま

す。 

▼２次判定フロー 

 改善不要 改善が必要 

優先的な対応が

必要（改善可

能） 
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優先的な改善、
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B グループ 
継続管理について判断を留保する団地 

 
 
② 将来のストック量を踏まえた事業手法の
仮設定 
②-１残り耐用年数による仮設定 
②-２計画期間内の建替事業量試算による仮設

Aグループ 
継続管理する団地のうち、改善か建替かの判断

を留保する団地・住棟 
 

① LCC比較や当面の建替事業量の試算を踏ま
えた事業手法の仮設定 
①-１残り耐用年数による仮設定 
①-２計画期間内の建替事業量試算による仮設定 
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① ライフサイクルコスト比較を踏まえた事業手法の仮設定 

１次判定において、継続管理する団地のうち、改善か建替えかの判断を留保する団地（Ａ

グループ）と判定された住戸について、次の判定基準により、改善又は建替の事業手法を仮

設定します。 

 

▼２次判定①判定基準 

・改善事業を実施する場合と建替事業を実施する場合のライフサイクルコスト（ＬＣ

Ｃ）を比較し、建替事業を実施する方がライフサイクルコストを縮減できる場合に、

事業手法を「建替」と仮設定します。 

〈ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の算出の基本的な考え方〉 

  ＬＣＣの算出手順は市営住宅長寿命化計画策定指針（改定）に準じ、以下の通り

とします。 

  1 棟のＬＣＣ縮減効果 ＝ ＬＣＣ（計画前）※1 ‒ ＬＣＣ（計画後）※2  

※1 ＬＣＣ（計画前）＝（建設費＋修繕費＋除却費）／評価期間（改善非実施） 

※2 ＬＣＣ（計画後）＝（建設費＋改善費＋修繕費＋除却費）／評価期間（改善実施） 
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② 将来のストック量を踏まえた事業手法の仮設定 

１次判定において、継続管理について判断を留保する団地（Ｂグループ）と判定された住

戸について、次の考え方により、改善又は建替の事業手法を仮設定します。 

 

②-１ 需要、効率性、立地等を勘案した将来的な建替えの必要性 

継続管理について判断を留保する団地（Ｂグループ）の住棟について、１次判定の需要、

効率性、立地等を再度勘案し、将来的な活用の優先順位から、「継続管理する団地」又は「当

面管理する団地」を定めます。 

 

 ▼２次判定②-１判定基準 

・１次判定の需要が○、かつ効率性が○→優先順位１、需要が○、かつ立地等が○→

優先順位２、需要が×で、かつ効率性と立地等が○→優先順位３、需要、効率性、立

地の○が１つ以下→優先順位４とします。 

・優先順位１を「継続管理する団地」、優先順位２～４を「当面管理する団地（建替を

前提としない）」と判定します。 

 

 

②-２ 将来的なストック量 

本市のストック推計においては、将来的にストックが余剰すると見込まれるため、②-１

の判定により、「継続管理する団地」と判定した団地については、①と同様の手順で、事業

手法を仮設定します。「当面管理する団地（建替を前提としない）」と判定した団地のうち、

次の団地については、「用途廃止」とし、それ以外の団地について「当面維持管理」と仮設

定します。 

 

▼２次判定②-２判定基準 

・既に耐用年数を超過している住棟については「用途廃止」又は「優先的な用途廃止」

と仮設定します。 

・耐用年数が残っている住棟のうち改善が必要な住棟については、「改善し当面維持管

理」又は「優先的に改善し当面維持管理」と仮設定します。 

・長寿命化を既に実施している住棟については、「当面維持管理」と仮設定します。 
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▼２次判定結果    

①-1ライフサイクルコストの比較による仮設定
①-2建替事業量試
算による仮設定

需要判定結果
効率性判定
結果

立地判定結果
将来的な活用
の優先順位

②-1需要、効率性、立地等を勘案
した将来的な建替の必要性

残り耐用年数
（2020年時）

②-2将来的なストック量
(継続管理する団地)

②-2将来的なストック量
(当面管理する団地)

金堀アパート A 50 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 21 - - 改善

金堀アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 21 - - 改善

金堀アパート C 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 21 - - 改善

金堀アパート D 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 21 - - 改善

追浜東町アパート A 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 22 - - 改善

追浜東町アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 22 - - 改善

浦郷改良アパート 75 RC壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 12 改善し当面維持管理 改善し当面維持管理

日向アパート A 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 33 - - 改善

日向アパート B 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 33 - - 改善

日向アパート C 28 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 34 - - 改善

日向アパート D 28 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 34 - - 改善

天神アパート A 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 32 - - 改善

天神アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 31 - - 改善

天神アパート C 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 31 - - 改善

天神アパート D 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 31 - - 改善

天神アパート Ｅ 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 26 - - 改善

天神アパート Ｆ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 26 - - 改善

天神アパート Ｇ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

天神アパート Ｈ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

天神アパート Ｉ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

天神アパート Ｊ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 30 - - 改善

天神アパート Ｋ 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 30 - - 改善

池の谷戸住宅 A 8 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -36 用途廃止 用途廃止

池の谷戸住宅 C 9 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -33 用途廃止 用途廃止

池の谷戸住宅 D 3 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

田浦月見台住宅 A 40 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

田浦月見台住宅 B 5 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

田浦月見台住宅 C 6 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

田浦月見台住宅 D 23 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

長浦住宅 A 23 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -32 用途廃止 用途廃止

長浦住宅 B 11 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 -31 用途廃止 用途廃止

Aグループ判定
１次判定結果階数

行政
区域

住宅名 棟

田浦

本庁

追浜

構造戸数
Bグループ判定

２次判定結果
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①-1ライフサイクルコストの比較による仮設定

①-2建替事業量試
算による仮設定

需要判定結果
効率性判定
結果

立地判定結果
将来的な活用
の優先順位

②-1需要、効率性、立地等を勘案
した将来的な建替の必要性

残り耐用年数
（2020年時）

②-2将来的なストック量
(継続管理する団地)

②-2将来的なストック量
(当面管理する団地)

立野アパート A 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 34 - - 改善

立野アパート B 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 34 - - 改善

立野アパート C 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 34 - - 改善

立野アパート D 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

立野アパート Ｅ 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

立野アパート Ｆ 21 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

鴨居ハイム A 12 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 55 - - 維持管理

鴨居ハイム B 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 55 - - 維持管理

鴨居ハイム C 15 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 57 - - 維持管理

鴨居ハイム D 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 57 - - 維持管理

鴨居ハイム E 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 57 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｆ 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 57 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｇ 10 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 55 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｈ 12 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 55 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｉ 14 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 56 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｊ 15 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 56 - - 維持管理

鴨居ハイム Ｋ 10 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 56 - - 維持管理

浦賀改良アパート A 24 RC壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 12 改善し当面維持管理 改善し当面維持管理

浦賀改良アパート B 24 RC壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 - × × × 4 当面管理する団地 12 改善し当面維持管理 改善し当面維持管理

早稲田ハイム A 18 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

早稲田ハイム B 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

早稲田ハイム C 14 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

早稲田ハイム D 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

早稲田ハイム Ｅ 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｆ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｇ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｈ 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｉ 13 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｊ 18 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

早稲田ハイム Ｋ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

久里浜改良アパート Ａ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 15 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｂ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 15 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｃ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 16 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｄ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 16 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｅ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 16 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｆ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 16 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｇ 40 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 17 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｈ 40 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 17 - - 優先的な建替

久里浜改良アパート Ｉ 32 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替 - ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 17 - - 優先的な建替

明浜改良アパート A 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 23 - - 改善

明浜改良アパート B 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 24 - - 改善

八幡ハイム A 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

八幡ハイム B 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 40 - - 改善

八幡ハイム C 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 41 - - 改善

八幡ハイム D 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 41 - - 改善

八幡ハイム Ｅ 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 41 - - 改善

久里浜ハイム A 70 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 45 - - 改善

久里浜ハイム B 60 PC壁 6階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 46 - - 改善

久里浜ハイム C 35 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 46 - - 改善

戸数
Bグループ判定

２次判定結果
Aグループ判定

１次判定結果階数
行政
区域

住宅名 棟

浦賀

久里浜

構造
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①-1ライフサイクルコストの比較による仮設定
①-2建替事業量試
算による仮設定

需要判定結果
効率性判定
結果

立地判定結果
将来的な活用
の優先順位

②-1需要、効率性、立地等を勘案
した将来的な建替の必要性

残り耐用年数
（2020年時）

②-2将来的なストック量
(継続管理する団地)

②-2将来的なストック量
(当面管理する団地)

長坂アパート A 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 25 - - 改善

長坂アパート B 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 25 - - 改善

長坂アパート C 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 26 - - 改善

長坂アパート D 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 26 - - 改善

長坂アパート Ｅ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 27 - - 改善

長坂アパート Ｆ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 27 - - 改善

長井アパート A 12 PC壁 3階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

長井アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

長井アパート C 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 29 - - 改善

長井アパート D 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 30 - - 改善

長井アパート Ｅ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 30 - - 改善

林ハイム A 20 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

林ハイム B 16 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

林ハイム C 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

林ハイム D 13 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

林ハイム Ｅ 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 35 - - 改善

林ハイム Ｆ 26 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 36 - - 改善

武ハイム A 25 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 36 - - 改善

武ハイム B 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 36 - - 改善

武ハイム C 6 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 36 - - 改善

竹川ハイム A 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

竹川ハイム B 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 38 - - 改善

竹川ハイム C 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 39 - - 改善

竹川ハイム D 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 39 - - 改善

竹川ハイム Ｅ 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 39 - - 改善

竹川ハイム Ｆ 38 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 改善 ○ ○ ○ 1 継続管理する団地 39 - - 改善

Aグループ判定
１次判定結果階数

西

行政
区域

住宅名 棟 構造戸数
Bグループ判定

２次判定結果
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（４）３次判定 

３次判定では、１次・２次判定を踏まえ、集約や再編等の可能性、事業費の試算及び事業

実施時期の調整、長期的な管理の見通しを検討した上で、計画期間内に実施可能な事業手法

を決定します。 

 

①集約・再編等の可能性を踏まえた団地・住棟の事業手法の再判定 

 １次・２次判定を踏まえ、集約や再編の検討対象となり得る団地等については、効率的な

事業実施のため、事業手法を必要に応じて再検討し、総合的な検討を行います。 

 

②事業費の試算及び事業実施時期の調整 

 中長期的な期間（令和２～令和 32 年度）のうちに想定される新規整備事業、改善事業、

建替事業等に係る事業量及び事業費が偏在しないよう事業実施時期を調整して各事業の実

施時期を決定します。 

 

＜事業費の試算＞ 

中長期的な期間における費用を、下記の点に留意しつつ、今後の見通しを立てるものとし

ます。 

 

○改善事業 

・「優先的な改善」と仮設定した住棟は、可能な限り早期に事業着手します。 

・経過年数と構造に応じて、必要性の高いものから改善事業を実施するものと仮定します。 

・改善内容については、屋根及び外壁、屋上防水の改善等の長寿命化を図る改善、給湯設備

の整備や下水道への接続等の居住性の向上を図る改善について実施するものとします。 

 

○建替事業 

・「優先的な建替」と仮設定した住棟は、可能な限り早期に事業着手します。 

・「建替」と仮設定した住棟については、経過年数と構造に応じて必要性の高いものから順

に建替事業に着手するものとします。 

・建替え時に必要に応じて減少させる等、適正管理戸数との調整を図るものとします。 

 

＜事業実施時期等の調整＞ 

一定の時期に事業が集中する等円滑に事業を実施することが困難と判断されるものにつ

いて事業実施時期を調整します。 
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▼３次判定結果  

検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

金堀アパート A 50 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

金堀アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

金堀アパート C 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

金堀アパート D 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

追浜東町アパート A 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

追浜東町アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

浦郷改良アパート 75 RC壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 用途廃止 用途廃止 - -

日向アパート A 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

日向アパート B 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

日向アパート C 28 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

日向アパート D 28 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート A 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート C 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート D 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｅ 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｆ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｇ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｈ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｉ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｊ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

天神アパート Ｋ 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

池の谷戸住宅 A 8 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

池の谷戸住宅 C 9 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

池の谷戸住宅 D 3 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

田浦月見台住宅 A 40 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

田浦月見台住宅 B 5 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

田浦月見台住宅 C 6 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

田浦月見台住宅 D 23 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

長浦住宅 A 23 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

長浦住宅 B 11 木造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

本庁

行政区域

追浜

田浦

３次判定結果住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数
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検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

衣笠アパート A 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

衣笠アパート B 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

森崎アパート Ａ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｂ 40 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｃ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｄ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｅ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｆ 32 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｇ 32 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｈ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｉ 24 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｊ 16 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｋ 8 RC壁 4 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｌ 40 RC壁 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｍ 30 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｎ 44 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｏ 45 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｐ 60 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｒ 40 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｓ 40 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｔ 40 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｕ 40 RCラーメン 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｖ 40 PC壁 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｗ 30 PC壁 5 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

森崎アパート Ｙ 40 PC壁 6 階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 改善し当面維持管理
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

本公郷改良アパート

本公郷改良アパート

本公郷改良アパート

本公郷改良アパート

H30～R7建替中

行政区域

衣笠

３次判定結果住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数
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  検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

阿部倉アパート A 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート C 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート D 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｅ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｆ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｇ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｈ 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｉ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

阿部倉アパート Ｊ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

公郷アパート A 40 RC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

公郷アパート B 30 RC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

平作ハイム A 56 PC壁 8階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

平作ハイム B 54 PC壁 8階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

平作ハイム C 51 PC壁 8階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

池上ハイム A 25 PC壁 4階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

池上ハイム B 52 PC壁 7階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

大津住宅 42 ブロック造 平屋 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 優先的な用途廃止 優先的な用途廃止 - -

岩瀬アパート A 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

岩瀬アパート B 16 PC壁 4階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

岩瀬アパート C 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

岩瀬アパート D 16 PC壁 4階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

岩瀬アパート Ｅ 16 PC壁 4階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

大津

衣笠

行政区域 ３次判定結果住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数
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検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

立野アパート A 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

立野アパート B 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

立野アパート C 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

立野アパート D 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

立野アパート Ｅ 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

立野アパート Ｆ 21 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム A 12 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム B 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム C 15 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム D 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム E 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｆ 18 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｇ 10 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｈ 12 RC壁 3階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｉ 14 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｊ 15 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

鴨居ハイム Ｋ 10 RC壁 2階 A1 維持管理 維持管理 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

浦賀改良アパート A 24 ＲＣ壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 用途廃止 用途廃止 - -

浦賀改良アパート B 24 ＲＣ壁 4階 B4 優先的な建替、又は優先的な用途廃止 用途廃止 - 用途廃止 用途廃止 - -

早稲田ハイム A 18 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム B 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム C 14 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム D 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｅ 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｆ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｇ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｈ 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｉ 13 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｊ 18 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

早稲田ハイム Ｋ 12 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

浦賀

行政区域 ３次判定結果住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数
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検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

久里浜改良アパート Ａ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｂ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｃ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｄ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｅ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｆ 32 RC壁 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｇ 40 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｈ 40 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

久里浜改良アパート Ｉ 32 RCラーメン 4階 A4 優先的な建替 優先的な建替
直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。次期実施計画で建替を予定して
いるが、「改善し当面維持管理」とする。

改善し、当面維持管理 個別改善（長寿命化型） 建替 維持管理

明浜改良アパート A 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

明浜改良アパート B 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

八幡ハイム A 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

八幡ハイム B 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

八幡ハイム C 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

八幡ハイム D 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

八幡ハイム Ｅ 56 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

久里浜ハイム A 70 PC壁 7階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

久里浜ハイム B 60 PC壁 6階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

久里浜ハイム C 35 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

行政区域
３次判定結果

住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数

久里浜



 
第３章 団地別・住棟別の事業手法の選定 

 

 
- 44 - 

 

検討内容 R4～13年実施計画 計画期間における R14～23年の実施計画 R24～33年の実施計画

長坂アパート A 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長坂アパート B 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長坂アパート C 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長坂アパート D 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長坂アパート Ｅ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長坂アパート Ｆ 40 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 建替

長井アパート A 12 PC壁 3階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

長井アパート B 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

長井アパート C 20 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

長井アパート D 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

長井アパート Ｅ 30 PC壁 5階 A3 優先的な改善、又は優先的な建替 改善 直近での改善が未実施のため、早急に改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム A 20 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム B 16 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム C 24 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム D 13 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム Ｅ 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

林ハイム Ｆ 26 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

武ハイム A 25 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

武ハイム B 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

武ハイム C 6 PC壁 3階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム A 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム B 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム C 16 PC壁 4階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム D 30 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム Ｅ 20 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

竹川ハイム Ｆ 38 PC壁 5階 A2 改善、又は建替 改善 近年改善を実施しているが、修繕サイクルの時期を迎えるため、改善を行う。 改善 個別改善（長寿命化型） 維持管理 維持管理

西

行政区域
３次判定結果

住宅名 １次判定結果 ２次判定結果階数構造戸数棟数
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（５）まとめ 

本計画においては、建築基準法第 12 条点検の結果から劣化度が著しい建物が見られない

ことや、10 年後に耐用年数を迎える住宅がないため、改善事業で対応を行うことを基本と

します。 

また、借上住宅と計画期間内に耐用年数を迎える住宅については用途廃止を行うことと

します。 

金堀アパート

追浜東町アパート

日向アパート

天神アパート

衣笠アパート

阿部倉アパート

公郷アパート

平作ハイム

池上ハイム

岩瀬アパート

立野アパート

鴨居ハイム

早稲田ハイム

明浜改良アパート

八幡ハイム

久里浜ハイム

長坂アパート

長井アパート

林ハイム

武ハイム

竹川ハイム

森崎アパート

久里浜改良アパート

浦郷改良アパート（Ｒ2廃止済み）

池の谷戸住宅

田浦月見台住宅（Ｒ3廃止済み）

長浦住宅

大津住宅

浦賀改良アパート

住宅名R4～13年実施計画

改善
個別改善（長寿命化型）

改善し、当面維持管理

用途廃止
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４.１ 点検の実施方針                          

 

市営住宅の点検については、市営住宅に対する点検・診断の実施、その結果に基づく必

要な対策の実施、点検・診断結果や対策履歴等の情報の記録及び次の点検・診断等への活

用という「メンテナンスサイクル」の中で有効に機能するよう、実施方針を次のように設

定します。 

 

（１）定期点検 

・法定点検については、法令に基づく適切な点検を実施します。 

・法定点検の対象外となる住棟（100 ㎡未満の住棟等）については、建築基準法第 12 条

の規定に準じ、同様の点検を実施するものとします。 

 

（２）日常点検 

・法定点検とは別に、外観からの目視により容易に確認することが可能な部位等につい

ては、年に一度程度、定期的に日常点検を実施します。 

・日常点検は、建築基準法第 12 条で規定する有資格者以外のもの（事業主体の担当者

等）による実施も可能な簡便なものとします。 

・点検項目は、「市営住宅等日常点検マニュアル（平成 28年８月 国土交通省住宅局

住宅総合整備課）」を参考に実施するものとします。 

・遊具、外構、駐車場等、法定点検にはない点検項目については、適切な維持管理のた

め、日常点検において点検し、状況把握するものとします。 

 

（３）入退去時の点検 

・入居者が専用的に使用する共用部分（バルコニー等）や、住宅内の設備等、住宅内部

に立ち入る必要があり、定期点検、日常点検では把握することが困難な部位について

は、入居者の退去時に点検を実施し、点検記録を蓄積します。 

 

（４）点検記録のデータベース化 

・定期点検、日常点検、入退去時の点検の記録は、それぞれデータベース化し、修繕や

維持管理の計画・実施や次の点検に活用できるよう整備します。 
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【参考】日常点検項目一覧（「市営住宅等日常点検マニュアル平成 28 年８月（国土交

通省住宅局住宅総合整備課」より） 

 

＜木造建築物＞ 

 

▼敷地及び地盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼建築物の外部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼屋上及び屋根 

 

 

 

 

  ▼建築設備（給水設備及び排水設備） 
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＜耐火・準耐火建築物＞ 

 

▼敷地及び地盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ▼建築物の外部 
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▼屋上及び屋根 

 

 

 

 

 

▼避難施設等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ▼建築設備（給水設備及び排水設備） 
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４.２ 計画修繕の実施方針                          

 

点検結果及びデータベース等の内容を踏まえ、適切な時期に予防保全的な観点から計画

的に修繕していくため、次のように実施方針を設定します。 

 

①工事の効率化 

・工事の効率化を図るため、建設時期の近い住棟の工事時期を分散させたり、同じ団地

内の住棟については同じ時期に修繕したりといった調整を図ります。 

・近い将来用途廃止や建替の対象となっている住棟については、計画修繕を実施せずに

当面維持管理するものとし、長寿命化を図るべき住棟を優先的に修繕します。 

 

②計画修繕の内容と実施時期 

・住棟の劣化状況等から判断し、修繕の必要性の高いものから順に修繕を実施します。 

・計画修繕は、修繕周期表を参考に、住棟別に内容と実施時期を調整します。 

 

③点検や実情を踏まえた修繕の実施 

・点検の結果、他の住棟と比較して劣化が進んでいない住棟については、修繕時期を延

期する等、住棟の実際の状況も十分に踏まえて計画修繕を実施するものとします。 

 

④修繕記録のデータベース化 

・修繕を実施した場合、その内容をデータベースに記録し、将来の修繕や改善等の実施

に向けて有効に活用できるよう整備に努めます。 
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■修繕の周期（建物） 

【参考】修繕周期表（「市営住宅等日常点検マニュアル平成 28 年８月（国土交通省住宅局

住宅総合整備課」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 市営住宅における各種実施方針 

 

 
- 52 - 
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４.３ 改善事業の実施方針                          

 

改善事業については、長寿命化型、居住性向上型、安全性確保型、福祉対応型の４つの

類型毎に、限りある予算の中で住棟別に必要性や効果による優先順位を考慮し、適切な改

善事業を実施します。 

 

①長寿命化型改善事業 

一定の居住性や安全性等が確保されており長期的な活用を図るべき住棟において、耐

久性の向上や、躯体の劣化の低減、維持管理の容易性向上の観点から予防保全的な改善

を行います。 

＜改善の内容＞ 

・外壁改修 

・屋上防水改修 

・エレベーター修繕 

・給排水管・ガス管改修等 

 

②居住性向上型改善事業 

住戸・住棟設備の機能向上のための改善を実施し、居住性を向上させます。住戸規模

の改善等、入居者の調整を伴う改善については、建替え時に対応するものとします。 

＜改善の内容＞ 

・給湯設備の整備等 

 

③安全性確保型改善事業 

耐震性に課題のある住棟の耐震改修により安全性を高めます。また、防犯性や落下・

転倒防止等生活事故防止に配慮した改善を行います。 

＜改善の内容＞ 

・耐震改修 

・外壁落下防止改修 

・ガス管の耐震性・耐食性向上等 

 

④福祉対応型改善事業 

高齢者等が安全・安心して居住できるよう、住戸内、共用部、屋外のバリアフリー化

を進める改善を実施します。 

＜改善の内容＞ 

・住戸内、共用部への手すりの設置等 
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４.４ 建替事業の実施方針                          

 

建替事業の実施に際しては、以下の実施方針に基づき、事業を推進します。 

 

①土地の高度利用による市営住宅の集約化 

・利便性や敷地の規模、周辺の状況等を踏まえ、市営住宅の集約化による効率的な土地

利用を図ります。 

 

②バリアフリー化の推進 

・建替えを行う際には、手すりの設置、住宅内段差の解消、１階共用部分へのスロープの

設置を行う等の対応により、住戸内及び共用部、敷地のバリアフリー化を図ります。 

 

③多様な住宅タイプの供給 

・市営住宅への入居世帯状況を踏まえ、住宅規模と世帯規模のミスマッチが生じないよ

うに、小規模世帯向け、ファミリー世帯向け等の様々なタイプの住宅の供給について

検討します。 

 

④周辺景観や地球環境への配慮 

・建物外観や外構のデザインに関して、本市の豊かな自然環境と調和した景観の形成を

図ります。 

・建替えを行う際には、地球環境への影響を最小限に抑えるため、日照や風通し等に配

慮した住棟配置、省エネルギー性能の高い材料の選定等に努めます。 

 

⑤入居者との合意形成 

・入居者の移転や工事の実施に伴う騒音や振動等の発生、住宅内への立ち入り等、入居

者の生活に大きな影響を与える可能性があることについて事前に理解と協力を得るよ

う努めます。 

・建替えに伴い居住性や利便性が向上する一方で、家賃の上昇により、入居者の金銭的負

担が大きくなることは避けられないことから、入居者との十分な合意形成を図ります。 

・入居者に対する情報や要望の把握についても積極的に取り組むよう努めます。 

 

  なお、耐震診断の結果、耐震性のない住宅(森崎アパート)については、ＰＦＩ手法によ

る、建替えの検討を行う。 
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合計
76戸
0戸

うち修繕対応戸数 0戸
うち改善予定戸数 0戸

0戸
76戸

対　象
借上住宅管理戸数

維持管理予定戸数

建替え予定戸数
用途廃止予定戸数

合計
656戸
608戸

うち修繕対応戸数 0戸
うち改善予定戸数 608戸

0戸
48戸

対　象
改良住宅管理戸数

維持管理予定戸数

建替え予定戸数
用途廃止予定戸数

合計
18戸
18戸

うち修繕対応戸数 0戸
うち改善予定戸数 18戸

0戸
0戸

対　象
一般住宅管理戸数

維持管理予定戸数

建替え予定戸数
用途廃止予定戸数

合計
3,826戸
3,730戸

うち修繕対応戸数 794戸
うち改善予定戸数 2936戸

0戸
96戸

対　象
公営住宅管理戸数

維持管理予定戸数

建替え予定戸数
用途廃止予定戸数

５.１ 事業実施対象                             

（１）事業実施対象戸数 

事業実施対象戸数は、以下のとおりです。 

①公営住宅（借上住宅除く） 

  
 

 

 

 

 

 

 

②公営住宅（借上住宅のみ） 

  
 

 

 

 

 

 

 

③改良住宅（更新住宅） 

  
 

 

 

 

 

 

 

④一般住宅 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 長寿命化のための事業実施計画 

 

 
- 58 - 

（２）用途廃止施設一覧 

用途廃止住宅については以下の施設と設定します。 

 

▼廃止予定住宅    

団地名 種類 戸数 備考 

田浦月見台住宅 市営 74 R3 廃止済み 

池の谷戸住宅 市営 20  

長浦住宅 市営 34  

大津住宅 市営 42  

浦郷改良アパート 改良 75 R2 廃止済み 

本公郷改良アパート 改良 70 R7 建替完了、廃止済み 

浦賀改良アパート 改良 48 耐用年数経過により廃止予定 

サンマリーナ汐入 借上 16 R3 廃止済み 

田浦ふれあい住宅 借上 5 R2 廃止済み 

アンシャンテ森崎 借上 11  

ウェルネス吉井 借上 10 R2 廃止済み 

サンクレスト野比 借上 16  

スタインシティー 借上 17  

TB ラ・コート津久井浜 借上 17  

サニーガーデン野比 借上 15  
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５.２ 計画修繕・改善事業の実施予定一覧                         

  

第 4章の結果を基に、優先順位を整理し、計画修繕・改善事業の考え方を以下の通り整

理します。 

 

  【廃止予定の団地ついて】 

・廃止が予定されている以下の団地については、計画期間内での長寿命化対策は実施

しないものとします。 

（田浦月見台住宅(R3 廃止済)、長浦住宅、大津住宅、池の谷戸住宅、浦郷改良ア

パート(R2 廃止済)、浦賀改良アパート） 

・借上住宅については、全ての住宅を廃止します。 

 

【修繕・改善内容について】 

   ・修繕・改善するメニューについては、「長寿命化型」の観点から、屋上防水・外壁

塗装・ガス管・ＥＶ修繕の４項目を主に設定します。 

 

    

【修繕・改善サイクルの設定】 

 ・安全性が確保されていない住棟や長期間にわたり長寿命化対策が実施されていな

い住棟は、計画期間の前半に修繕・改善のいずれかのメニューを実施します。 

・直近で、長寿命化対策を実施している住棟は、各団地の最終の修繕を行った年を

起点として、修繕サイクルの割り振りを行いました。 

例）H26 に屋上防水の修繕を行っている住棟の場合 

（屋上防水の修繕サイクル 12年） 

      ⇒Ｈ26 年の 12 年後のＲ8年に修繕を行う。 

 

・令和４年～ ・・・耐震性診断結果が「○」の住棟や S56 年以降の新耐震基準

の住棟であっても、直近に修繕・改善履歴がない住棟につい

ては、長寿命化対策を実施します。 

・令和４～８年・・・耐震性診断結果が「×」であった久里浜改良Ｇ・Ｈ・Ｉに

ついては、令和４年度に耐震補強工事を実施します。また、

今後の耐震性診断結果で「×」になった住棟については、耐

震補強工事等を実施します。 
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６.１ ライフサイクルコストの算出                     

 

（１）算出の基本的な考え方 

長寿命化計画に基づき、長寿命化改善事業を実施した市営住宅についてライフサイク

ルコスト（以下ＬＣＣという。）の縮減効果を算出します。 

ＬＣＣの算出方法は以下の通りです。 

①１棟のＬＣＣ改善効果＝ＬＣＣ（計画前）－ＬＣＣ（計画後） 

②【ＬＣＣ（計画前）】＝（建設費＋修繕費＋除却費）※１／評価期間（改善非実施） 

※１ 市営住宅長寿命化計画に基づく改善事業を実施しない場合の、建設時点から

次回の建替えまでに要するコスト 

③【ＬＣＣ（計画後）】＝（建設費＋改善費＋修繕費＋除却費）※２評価期間（改善

実施） 

※２ 市営住宅長寿命化計画に基づく改善事業を実施する場合の、建設時点から次

回の建替えまでに要するコスト 

 

■ライフサイクルコスト比較のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市営住宅等日常点検マニュアル平成28年８月（国土交通省住宅局住宅総合整備課）」より 
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本計画で改善を実施するとした住棟を対象に長寿命化改善を実施した場合、ＬＣＣの改

善効果は、 森崎アパートの一部を除き 0 以上という結果となり、マイナスの結果となっ

た住棟は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.２ 維持管理による効果のまとめ                     

 

（１）予防保全的な維持管理 

従来の対症療法型の維持管理から、定期的な点検を実施し、市営住宅のストックの状

況を把握した上で、適切な時期に予防保全的な修繕及び耐久性の向上等を図る改善を実

施することで、市営住宅の長寿命化が図られ、ＬＣＣの縮減につながります。 

また、定期点検により現状を把握しながら、適切な修繕や改善を実施することで、市

営住宅の安全の確保を図ることができます。 

 

（２）事業の実施によるライフサイクルコストの改善効果 

長寿命化型改善事業を実施する住棟を対象としてＬＣＣの改善効果を算出したところ、

上記の表に記載住棟において、ＬＣＣの改善効果はマイナスとなり、整備による改善効果

が期待できない結果となった。 

当該住棟については、入居者を森崎アパートの他住棟等への移転をすすめる等の検討、

及び今後の森崎アパートの全体のあり方について検討していきます。 

 

 

 

LCC縮減効果（戸／年） 対応方針
森崎アパート F棟 -55,550 建替
森崎アパート G棟 -55,550 建替
森崎アパート J棟 -56,039 建替
森崎アパート L棟 -51,732 建替
森崎アパート M棟 -51,732 建替
森崎アパート N棟 -49,356 建替
森崎アパート O棟 -49,356 建替
森崎アパート P棟 -49,356 建替
森崎アパート R棟 -45,202 建替
森崎アパート S棟 -45,202 建替
森崎アパート T棟 -45,202 建替
森崎アパート U棟 -45,202 建替

住棟


